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Hironobu Shimozono and Hirohisa Isogai 
Abstract 
In the competition白atthe game situation changes every moment such as the bal game， the situation is grasped pre-
cisely. And itwil arrive at the best perlormance to make most suitable decision. 1 develop位ainingbased on a theory in order 
to improve ability for circumstantial judgment. As a result， it is desirable to practice it. Such a training is Cognitive Training. 
A study aimed at improving ability for circumstantial judgment is carried out in a domain of the sports psychology. However， 
it is said出atit is dificult to measure circumstantial judgment during a game. An effect of the training that is clear can not 
be show in a real field. 1 show a method to make influence on; 
1) 1 show a method to make influence on perlormance clear， and demonstrate it. 
2) Because fast decison making is found with accuracy in the real competition scene， bring to the quality of the decison 
making into focus. 
3) Show a standard of the making of the picture for use by Cognitive Training. 
1 overcome these problems andαrry out a study to have the environment where training of the recognition is easy to be in-
甘oducedinto in the spot of sports. 
Key words: Cognitive Training， decision-making 
1 .はじめに
ボールゲームにおいて試合に勝つためには、個々の能
力をゲーム場面に応じて的確に発掠していかなければな
らない。したがって変化するゲーム状況において個々の
判断力が必要となり、さらにはチームの戦術や作戦を遂
行する上でも的確な判断力が重要となる。オープンスキ
ル系の競技に分類されるボールゲームでは対戦相手の状
態、ゲーム状況といった刻々と変化する状況に対応する
ことや、天候やグランド状態などのあらかじめ予測でき
る状況の把握が必要とされる。このような判断力、すな
わち状況判断能力を向上させるためのトレーニングは何
をすればいいのか、どのようなやり方があるのかなど、
確立されたトレーニングはさほど知られていない。
本研究で取り上げる認知的トレーニングとは、センス
がいい、勘がいいなど、個人の潜在的能力をイメージす
ることが一般的であった状況判断能力について、実際に
身体を動かしてプレーすることなく、選手自身や他の選
手がプレーしているビデオ映像を活用し、状況判断の問
題に焦点を当ててトレーニングを行うものである。認知
的トレーニングの研究については、ボールゲームのトレー
ニング開発が進展する中で、状況判断能力を概念化し、
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理論的な背最を結びつけることで、スポーツ心理学の領
域を中心に測定やトレーニング方法について検討される
ようになった(兄井 2007)。また実際のトレーニング現
場でもコーチングの手法としてビデオ映像を使用し、状
況判断能力に関わるような指導も行われている。しかし、
最近の認知的トレーニングに関する研究は、ゲームやト
レーニング場面を撮影し、その映像を編集することが以
前よりも簡易になっており、ゲーム中のプレーを分析す
る方法の開発が研究されているにも関わらず、あまり実
施されていない。そこで、本研究では、これまでの代表
的な状況判断能力に関わる認知的トレーニングの研究を
概観し、今後の課題について提示することを目的とする。
l.認知的トレーニングの現状
1 )認知的トレーニングに関する研究の経緯
わが国における認知的トレーニングに結びつく研究を
辿っていくと、相手チームの力量に対する予測と認知が
チームの士気に及ぼす効果(小林ら 1961)が体育学研
究に掲載され、その後、スポーツ選手の認知スタイルに
関する研究(松田ら 1977)、ゲームセンスと知覚(工藤
1975)がスポーッ心理学の分野で研究されているo それ
らの実験の方法や内容は、認知スタイルテストやゲーム
センステストなどの質問紙を使用したテストを作成し、
競技特性や競技レベルについて比較し、競技者の記憶力
や予測力などに焦点を当てているo
その後、ラグビーのゲームセンステスト(中川 1980)
において16mmフィルムでの映像提示実験が行われ、映
像を使用した実験やトレーニングが始まった。そしてポー
ルゲームにおける状況判断研究のための基本概念の検討
(中川 1984)やポールゲームにおける状況判断の指導に
関する理論的提言(中川 1986)において、ポールゲー
ムに関わる状況判断能力を「ゲーム中で、遂行するプレー
に関する決定を行うことJと定義づけが行われた。そし
て「意思決定Jよりも「状況判断能力Jという用語を使
用し、ポールゲームを課題とする研究が多く行われた
(中川 1982)0また、タキストコープやスライドを使用
した海野ら(1983)や奥田ら(1991)などの競技者の状
況判断過程や知覚様式における研究も同時期に行われて
いる(丹羽 1992、工藤 1994、麓 1995)0
1990年代には日本オリンピック委員会スポーツ医・科
学研究のチームスポーツのメンタルマネジメントに関す
る研究の一環として、ビデオ映像を使用した状況判断能
力やプレーヤー聞の意思統一を促進するトレーニングの
研究が行われた。その研究で行われたトレーニングを
「認知的トレーニングJとし、猪俣ら(1992、1993)は
ハンドポール、山本ら(1995、1996)はバレーポール、
中川ら (1994b、1996)はラグビーやテニスを対象にト
レーニングとテストの結果を報告している。また、下園
ら(1994)はスポーツ心理学研究において、ラグビーに
おける状況判断能力に及ぼす認知的トレーニングの効果
を研究し、認知的トレーニングの実施方法に焦点を当て、
その効果について報告しているo
このように認知的トレーニングの研究は、感覚的な諜
題とされていた予測や認知という観点の研究から状況判
断能力へ研究が進み、さらにポールゲームに焦点を当て
た実証研究へと展開された。そして、実証研究ではボー
ルゲームの試合場面を使用しながら、競技を指導する場
面で実践できることを目的に研究が実施された。
2)状況判断能力の概念化について
ポールゲームを対象とした状況判断能力の研究におけ
る基本概念の検討では、状況判断の過程に関する概念的
モデルが提示され、状況判断の過程を構成する 4つの機
能が図1のように明確にされている(中川 1984)。外的
ゲーム状況に対する選択的注意とは、プレーヤーの眼前
に存在する外的ゲーム状況において、適切な情報源へ選
択的注意を働かせることである。ゲーム状況の認知は、
外的ゲーム状況に対して選択的注意をした後に、その情
報源から情報を獲得し、評価して、現在のゲーム状況の
記述を得ることである。ゲーム状況の予測とは、現在の
ゲーム状況を認識した後、過去および現在の認識に基づ
いて未来のゲーム状況を想像し、先取りすることである。
そしてプレーに関する決定は、プレー状況の認知と予測
に基づいて、遂行するプレーに関する決定を下すことで
ある。
また、ボールゲームにおける状況判断を議論する時に、
ゲーム状況との関わりが密接になることも取り上げられ
ている。ゲーム状況はこのような研究を行う場合に設定
することが必要とされ、状況判断を取り扱う研究では、
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図1 スポーツ(ボールゲーム)における状況判断
過程(中川、 1984)
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「ゲームにおいて、プレーヤーに影響を与える刺激の総
体Jと定義づけされたことを基に、実験にゲーム状況を
取り入れるようになった。
状況判断能力の測定に関しては、プレーヤーの状況判
断に関する日常的観察、指定されたプレーヤーの状況判
断に関する眼前での自由観察、指定されたプレーヤーの
状況判断に関する眼前での組織的観察に基づく評定法及
び行動目録法(カテゴリーシステム)の3つに分類がで
きる(中川 1985)0ボールゲームの状況判断能力を測定
するためには、観察項目を計画・組織的に設定し、目的
に沿う方向で観察を統制することが望ましいが、一方で
このような測定には非常に多くの時間と労力を費やす欠
点があると考えられる。そのため、経済性の高い測定法
として実験室的テスト法とフィールドテスト法が用いら
れるo
実験室的テスト法はさまざまな媒体物を通じて問題と
なるゲーム状況を与え、それに対する状況判断の質を評
価しようとする方法である。使用する媒体物は写真、図、
スライド、映画、ビデオなどである。このテスト法の妥
当性については、実験室的状況における状況判断が現実
のゲームの状況判断を適切に表しているか検討される D
映画テスト法は、ゲームの一部を映画によって呈示し、
ある場面で映像を切り、そこでの状況判断を被験者に解
答させる方法である。その評価は複数の専門家の判断を
基準にして得点化するもので、コーチの主観評価やフィー
ルドテストの成績などと積極的な関連性が見られること
から、状況判断能力を測定する方法としては有効である。
しかし、被験者の競技水準、技術水準を考慮せずに状況
判断を評価することになり、また被験者の潜在的な状況
判断能力を測定する結果になる危険性もある。したがっ
て現状の競技水準や自チームの技術水準を考慮するのか、
考慮せずに最適な競技水準にあるとして状況判断を行う
のか、明確な教示が重要で、あると考えられるo
フィールドテスト法は先の実験室的テスト法と異なり、
適切なゲーム状況が選択されていれば、得られた測定値
は妥当と考えられる。この方法は体育館やグラウンドで
人工的にゲーム状況を作り、実際のプレーの評価という
ことになるが、同一のゲーム場而を被験者ごとに作り出
すことの難しさや、ゲーム状況を再生するために実験協
力者などへ行う指導や訓練に、時間と労力がかかる問題
が指摘できるD
中川(1985)は、ポールゲームにおける状況判断能力
のトレーニングについて、ボールゲームの戦術トレーニ
ングの領域に着目し、その中核的な部分に状況判断能力
のトレーニングが位置していることを示している(図2)。
さらに、状況判断能力のトレーニングに対する信態性を
裏付ける具体的なトレーニング効果を実証した研究を紹
介している。特にスライドや映画を用いたトレーニング
がゲーム状況の認知や予測に関する知覚的能力の向上に
も有効なことを挙げている。そして状況判断能力のトレー
ニングについて、 1 ) トレーニング対象となる状況判断
の内容に関して、理論的および実証的見地から吟味する
ことが決定的意義を持っている、 2 )状況判断過程に焦
点を当てたプロセス志向的トレーニングが有効である、
という 2つを示唆しているO
中川が進めた状況判断能力の研究は、認知的トレーニ
ングの実践研究に多大な影響を及ぼしている(中1
1988 1993 1994a 1994c)。状況判断能力に関する概念化
やiIlU定方法、 トレーニング方法の提示などが認知的トレー
ニングに関するボールゲームを対象とした研究に貢献し、
状況判断能力を向上させる手がかりとなる研究に結びつ
いたといえる。
3 )認知的トレーニングの実践研究
認知的トレーニングの実践研究の多くは、日本オリン
ピック委員会スポーツ医・科学研究のスポーツ心理学の
プロジェクトの中で実施されている。平成2年度より平
成4年度に行われた「チームスポーツのメンタルマネジ
メントに関する研究Jと、平成5年度より平成7年度ま
で行われた「ジ‘ュニア期のメンタルマネジメントに関す
る研究」において報告されている(図 3)。
認知的トレーニングという言葉が紹介されたドイツの
①教師やコーチによる意識的な作用によって向上させることがで、きる
②外的ゲーム状況の観察能力のトレーニングと戦術的思考能力のトレーニ
ング(戦術的知識の獲得及び組織化)
③「ゲーム状況の本質一適切なプレーーjの連合システムを記憶肉で組織
的に発達させること
④体育館やグランドで行う実際的方法と、室内で黒板、ビデオなどを使って
行う理論的方法の併用が必要である
⑤一定水準のテクニックの熟達後の段階に位置づけることが適当である
図2 状況判断トレーニングについて(中川、 1985)
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チームスポーツのメンタルマネジメントに関する研究
ドイツ・スペインにおけるチームスポーツのメンタルマネジメントについての調査
ハンドポールにおける認知的トレーニングの効果
ハンドボールにおける認知的トレーニングの効果
ジュニア期のメンタルマネジメントに関する研究
1993 高校ラグビープレーヤーに対する認知的トレーニングの効果
1994 バレーボールのフオーメーションにおける認知的トレーニングの効果
-高校バレーポールプレーヤーに対する認知的トレーニングの効果
1995 -チームゲームにおけるビデオトレーニングの実際場面での効果の検討ーテニス
のダブルスを対象にしてー
図3 日本オリンピック委員会スポーツ医・科学研究報告における「認知的トレーニング」の実践的研究
身体文化大学のチームスポーツの心理的トレーニングを
取り上げた報告で、プレーヤー自身の状況判断を向上さ
せ、さらにプレーヤー聞の状況判断を意思統ーさせるた
めのビデオ映像を用いたトレーニングが実施されている
ことが記されている。その中で「ブラインドコミュニケー
ション(日本では「あ・うんの呼吸」のような捉えかた)J
を向上させることを目的としたトレーニングが紹介され
ている(猪俣・山本 1991)。
国内の認知的トレーニングの実践研究として以下の研
究があげられる。
a)ハンドポール
大学生のハンドポールプレーヤーについて個人のゲー
ム状況の判断とチーム内の判断の一致を促すトレーニン
グの効果を検証し、実際のゲーム場面での効果について
も検討しているo また、ゲーム場面のビデオ映像を手が
かりにしてプレーヤー相互間での状況認知、判断、思考
などについてコミュニケーションを促進させる認知的ト
レーニングを行った結果、お互いの行動が予測できるよ
うになり、実際の共同プレーの速度や的確性が増すこと
が確かめられた(猪俣ら 19921993)。
b)バレーポール
大学生のバレーボールチームのフォーメーションにお
ける研究では自己チームのビデオ映像を手がかりに、チー
ムリーダーやコーチが中心に話し合いを行い、最適なプ
レー選択を共通理解させる認知的トレーニングを行った。
攻撃および守備場面でチーム戦術の選択肢が多い決定的
場面を用い、かつ、 トレーニンググループを 7--8人に
した場合でも、戦術的な的確さを向上させることが認め
られた(山本ら 1995)0
高校バレーボールプレーヤーを対象とした研究では、
トレーニング群と統制群を設定し、認知面、実際のプレー
についてプレ・ポストテストを実施しているo 結果は認
知的トレーニング群が、認知面において適切なプレーに
関しての各自の理解が深まり、さらにチームとしての共
通理解が促進された。また実際のプレーにおいても守備
面でプロッカー、レシーバーのコンビネーションに関し
て効果が見られ、さらに攻撃についても特に瞬時の共通
判断と意思決定が必要とされる速攻やそれに準ずるコン
ビネーションプレーにおいて効果が見られた。しかし、
トレーニング効果をトレーニング直後に見るだけでなく、
かなり長期的な期間の中で、効果の持続という視点から
分析する必要性も指摘されている(山本ら 1996)。
c)ラグビーフットポール
高校ラグビープレーヤーを対象とした研究は、高校の
トップレベルの 3チームに対しビデオ映像を利用した認
知的トレーニングを実施し、判断の的確性、予測の一致
度、実際の共同プレーの適切度の3指標を検討した。そ
の結果、いずれの指標でもトレーニング効果が見られ、
ジュニア期のラグビー選手に対する認知的トレーニング
の有効性を確認している(中11ら 1994b)0
スポーツ心理学研究に掲載された大学生ラグビープレー
ヤーを対象とした研究では、ゲーム状況の決定的場面に
ついてビデオ映像で提示し、具体的にプレーを言語化す
ることで状況判断能力を測定した。また、 トレーニング
群については、認知的トレーニング群とビデオ映像を観
察するだけの群、統制群の 3群を設定し、今までの実践
研究では検証しなかった単にビデオを観察するだけの群
と認知的トレーニング群の違いについても検証し、単に
ビデオ映像を見せるだけでは認知的トレーニングとして
は成立せず、具体的な解説や理解度を確認できるような
説明や話し合いが必要であることを示している(図4) 
(下園ら 1994)0
d)テニス
大学生のテニスプレーヤーを対象とした研究では、ダ
プルスのベアにビデオ映像を使用した認知的トレーニン
グを行い、その効果を実証的に検討した。結果としてゲー
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図4 認知的トレーニングの効果(下回ら、 1994)
ム状況での判断の的確度および一致度において向上が見
られ、実際場面や動きの一致度からも状況判断能力が向
上したと報告しているo 課題としてはゲーム状況、技術
レベル、 トレーニング量などの要因によってトレーニン
グ効果が左右されることが予測され、 トレーニングの実
用化に向けた課題が挙げられている(中川ら 1996)0
以上のような実践研究が盛んに行われたことについて
は、 3つの影響が考えられる。 1)中川の状況判断能力
における研究の理論的な整備が行われたこと。 2) ドイ
ツで行われていたブラインドコミュニケーションなどの
チームプレーの研究が紹介されたこと o 3) 1980年代後
半からビデオ機器の発達や編集作業の簡素化によって、
スポーツ現場でもビデオ映像を簡単に使用できるように
なったこと o これらの影響によってポールゲームを対象
にした研究が行われ、認知的トレーニングの方法を確立
させる結果が報告されているが、次にあげる課題も残さ
れているo
m.認知的トレーニング研究の課題
1 )認知的トレーニングのパフォーマンスへの効果
認知的トレーニングの実践研究の中で、実験室的レベ
ルでのトレーニング効果は認められるものの、実際の競
技パフォーマンスへの効果が認められないという結果が
報告されている。実験室的なトレーニング効果は、プレー
を言語化することを手掛かりに、プレーの選択肢が増え
たり、的確なプレーを選択できるようになったり、プレー
の選択に関わるような戦術的な理解度が向上することな
どである。実際の競技パフォーマンスへの効果を測定す
る場合は、認知的トレーニングの前後に試合を実施し、
その試合中のパフォーマンスを比較することが多い。し
かし試合環境の設定を同一条件にする難しさや偶発的な
プレーと意図的なプレーが混在するなかで、パフォーマ
ンスの評価基準は決めているものの、その範鴫に当ては
まらないプレーが起きている(例えば、動き出しが遅い
のに最終的な結果は成功するプレーなど)ことが問題と
なる。認知的トレーニングを行う上では、パフォーマン
5 
スとの関係を明らかにしていかなければ、研究の発展を
妨げることになってしまう o
そこで、最近のサッカーやラグビーなどのゲームパフォー
マンスの分析法を見ると、質的なプレー分析を行うゲー
ム分析の研究が行われている。質的な分析とは、従来行
われてきた“量的な分析"(単純にプレーを数値化する
分析)ではなく、プレーの内容を確認していく“質的な
分析"(プレーの内容や戦術に沿ったプレーが出来てい
るかなどを数値化する分析)を行うことである(下園
2007)0例えば「単にパスの成功率が何%であったか」
ではなく、「どの場面でどのようなパスが行われていた
か」などを詳細に分析することにより、具体的なプレー
の改善に役立つ情報を抽出する分析である。このような
質的な分析がチームとしての機能を高め、また個人のプ
レーを改善する有効な手助けにもなっていることが報告
されている。
認知的トレーニングの効果を見る場合にも質的な分析
方法を基にデータを積み重ね、客観的な基準を持ったゲー
ム分析の結果から、実際のパフォーマンスへの影響を検
討できると考えられる。また、結果だけでなく、行った
プレーが段階的に改善されるような取り組みが明確化さ
れれば、実験室的な効果を踏まえてプレー中の状況判断
能力に影響を及ぼすことが、実証されるのではないかと
恩われるo
2) r正確な判断Jから「正確で速い判断」ヘ
認知的トレーニングの効果を測定するテストでは、 1 
つの場面の回答時間を設定するが、その時間は選んだプ
レーなどを言語化するために充分な時間を設定している。
このようなことから、「正確な判断jはできるようにな
るが、実際の競技場面で行っている判断の時間との差を
指摘されることが多い。さらにいくつかの認知的トレー
ニングの研究において、熟練者と非熟練者のスキル的な
差が明らかであるが、テスト結果では差が見られないこ
とがある。したがって同じ判断でも「判断する時間の差J
があり、「同じような判断はできるがフィールドでは何
かが違っている」という問題を解決するためにも、いつ
判断したのか、どのタイミングでプレーを遂行するのか
などの時間的な差を明確にしていかなければならない。
判断時聞と正確な判断の関係を明確にするためには、
実験課題や測定方法などの吟味がさらに必要になるが、
ゲーム場面で行われている一瞬の判断を何らかの方法で
測定し、認知的トレーニングにおいても「正確で速い判
断J(図 5)ができることを目指す必要がある。特に実
際のプレーの場面ではスキルレベルに関係すると思われ
るが、正しい判断ができていても反応が遅かったり、動
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〈判断する内容〉
外的条件の把糧、ゲーム状況の正砲な理解、ゲーム状況の正確な予測など
《判断した内容が不正砲》
【????】
;・不適切な判断 i
j・判断は不正確
;・判断時聞は遅い j
《判断した内容が正確》
1d.反応よりも判断 j 
i・判断は正確 j 
i・判断時聞は遅い
i※過去の研究ではこの課題が多い;
【 ? ? ? ? 】
:ロ判断よりも反応j
i・判断は不正確
:・判断時間は速い:
!@理想的な判断
;・判断は正確 j 
j・判断時聞は速い
;※今後の研究で取り扱う課題;
図5 認知的トレーニングの課題「正確で速い判断」
きはじめてからの動作が遅くなったりするとミスやエラー
につながる。正しく速い判断を測定することと、認知的
トレーニングの中に速さを考慮した方法を取り入れてい
かなければならない。
3)認知的トレーニングに使用する映像について
認知的トレーニングでは映像の作成が重要な役割を果
たしており、研究やトレーニングで使用する「決定的場
面」や「問題場面」を作成するときの映像の編集におい
ては時間と労力を費やしている。しかし、映像作成はそ
れぞれの研究で作成した状況の説明等はなされているが、
トレーニング効果を踏まえた映像作製の明確な基準が定
められていない。これについては対象となる競技の特徴
が優先されることもあると考えられるが、「決定的場面」
や「問題場面Jについても整理し、視覚的に必要な情報
を明確化させる必要がある。ボールゲームに限定すれば
外的状況に必要な情報や一連の攻撃や防御に関する情報
など、課題となる場面で必要な条件がいくつか挙げられ
るo さらに最近では DVDやHDレコーダ一、 PCを利
用した映像編集などが容易になり、編集作業の労力は減
少したように思われる。したがって、課題となる場面の
映像について、どの競技種目でも対応できるような基準
を作成するべきではないかと考えられる。
まとめ
ポールゲームのような刻々とゲーム状況が変化する競
技では、その状況を的確に把握し、最適な判断を行うこ
とが最高のパフォーマンスを導き出すことになるo その
状況判断能力を向上させるためには、理論に基づいたト
レーニングを開発し、実践することが望ましい。このト
レーニングをスポーツ心理学の研究領域では、状況判断
能力を向上させることを目的とした認知的トレーニング
として、研究を行っている。特に、身体的な負荷を与え
ない実験室的状況では、プレーを言語化することやコー
チやチームリーダーを中心に話し合いをすることで、プ
レーの選択が正しくでき、プレーの選択肢を増やし、複
数のプレーヤ一間で共通したプレーを選択できるように
なることが報告されている。しかし、ゲーム中の状況判
断を測定することは難しいとされ、実際のフィールドで
明確なトレーニングの効果を示すことが困難であるo そ
のことから研究課題については、①パフォーマンスへの
影響を明確にするための方法を提示し、実証すること、
②実際の競技場面では正確で速い判断力が求められるこ
とから、判断力の質に焦点を当てること、③認知的トレー
ニングで使用する映像の作成の基準を提示することがあ
げられる。これらの課題に焦点を当てた研究を進めてい
くことで、認知的トレーニングの効果をさらに明確にし、
様々なスポーツの現場で導入されることに貢献できるの
ではないかと思われるo
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